
            
             

 

 
 

 

幸せな人生を歩んでいけるように  校長 加納 雅義 

10 月３日（金）から、１年生でヤギを飼育しています。名

前は、１年生の子どもたちが「ヤギさん会議」をした結果、

「とのちゃん」になりました。１年生のみんなは、たくさん

出された名前の候補をどれもよいと思いながら決めたそう

です。互いの考えを大切にする姿に感心しました。とのちゃ

んは、他の学年の子どもたちも関心があり、見に来てくれま

す。保護者の皆様、地域の皆様もぜひかわいがっていただけ

れば幸いです。 

９月下旬から 10 月上旬にかけて、体育の授業で「とのランチャレンジ」をしました。内容

は体つくり運動における「動きを持続する能力を高める運動」です。現行の学習指導要領で

は、低学年は「無理のない速さでかけ足を２～３分」、中学年は「無理のない速さでかけ足を

３～４分」、高学年は「無理のない速さで５～６分程度の持

久走をする」としています。では、本校ではどのように取り

組むかというと、「自分のいい感じ」を追求していくことを

大切にして取り組みました。「いい感じ」とは、「自分にとっ

てのいい感じ」です。「自分にとってのいい感じ」とは、自

分の価値観に沿った幸福感や充実感を得られている状態で

す。これは、他人との比較ではなく、自分自身の心と身体の

声に耳を傾け、やりたいことや心地よいと感じることを追求していくことで生まれると考え

ます。 

 10 月８日（水）には、保護者の皆様にとのランチャレンジの様子を見ていただきました。

子どもたちは、自分にとってのいい感じを目指したり、精一杯力を発揮することに価値を置

き、自己実現を目指したりする様子が見られました。私はとても感心しました。怠けようと

する姿がなく、一人一人が自分の心と身体に関わりながら運動に取り組んでいました。自分

を認める、他者と比較せずに、自分らしく運動に取り組む姿は本当にすばらしいです。体育

の授業は「豊かなスポーツライフを実現していく資質・能力を育成すること」が大きなねら

いです。子どもたちが、将来ランニング等の運動や自分にとって価値あることに取り組むこ

とを通して幸せな人生を歩んでくれたらうれしく思います。 

 10月１日（水）に、全校集会がありました。子どもたちに

は、「あなたは、あなたのままでいいんだよ。このことを、み

んなで認めることが大事だよ。」という話をしました。 

 ヤギさんの名前決めやとのランチャレンジで見られた子

どものように、互いに認め合い、自分らしく安心して過ごせ

るように今後も教育環境づくりに努めていきます。保護者の

皆様、地域の皆様のご理解とご協力を今後もどうぞよろしく

お願いいたします。 
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ともに一歩前へ 

とのちゃんです！ 
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自分の「いい感じ」を大切に 

「いい感じ」は、読書ステー
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10月 16日（木）は、戸野目小学校 15２回目の「創立記念日」でした。この日にちなんで、子どもたち

に諏訪地区の大先輩である、川室記念病院を設立した川室道一先生のお話をしました。 

 

＜以下、子どもたちへのお話＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  諏訪小学校と戸野目小学校が統合したことで学区が広がり、諏訪・戸野目それぞれの地域のよさを実感

できる活動を行うことができます。 

  今後も活動のフィールドを広げ、地域のよさや地域で活躍する人、地域を発展させた偉人について、子ど

もたちとともに学んでいきます。 

 1 土 上越市教育の日 1３ 木 
健康アップデー  

２・４・６年 歯科検診 

４ 火 ４年生校外学習（星のふるさと館） 1４ 金 ４年生 PTC活動 

５ 水 
生活集会 

1・3・5年 知能検査 
1６ 日 上越市ファミリー綱引き大会 

7 金 松下スクールカウンセラー来校（午前） 17 月 
教育相談週間[１８日、２１日、２５日] 

岩島学校訪問カウンセラー来校 

10 月 
青少協あいさつ運動 

岩島学校訪問カウンセラー来校（午後） 
18 火 委員会⑦ 

1１ 火 

読書週間（～17日） 

上越市学校教育研究会一斉研修 

※給食後下校 

19 火 
城東中入学説明会 

雄志中入学説明会 

1２ 水 
全校集会 

1・3・5年 歯科検診 
2６ 火 スマイル班遊び 

諏訪地区にある唯一の病院、それが川室病院です。その川室病院の創設者が川室道一さんです。  

道一さんは小さいころから勉強が好きでした。最初は、高田の仲町で、おじいさんの代からの魚

などを売る仕事をしていました。しかし、仕事がうまくいかず、新保に引っ越して農業をすること

になりました。 ある日、道一さんは「世のため人のために尽くしたい。」との思いを強くし、高

田藩の医師である先生に教えてもらい、医学の道に進みました。  

明治 6年（１８７３年）には横浜に行き、アメリカ人の医師に西洋の医学を学び、さらに東京に

出て、多くの先生に教えてもらい、眼科を学びました。  

明治 11年（１８７８年）今から約１５０年前に故郷の諏訪に帰ってきて、川室眼科医院を開業

しました。その医療と人柄のすばらしさが世の中の人に知れ渡り、「ナスガラ新保の眼の医者」と

して、新潟県内はもちろん、隣の県にまで危険を顧みず診療に行き、道一さんの名前が知れ渡るこ

とになりました。 

その後も道一さんは、世のため人のために尽くし、大正元年（１９１２年）10月 25日に 71歳で

病気でなくなりました。 

諏訪と戸野目が一緒になり、今までより広くなった私たちの地域には、たくさんのすばらしい偉

人がいます。たくさんの偉人に学び、また私たちのふるさとをみんなで大切にしたいと思います。 


